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氏 名 野瀬 雅文 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、ナトリウムイオン電池の正極材料として、種々のナトリウム含有遷移金属リン酸塩
を合成し、その電極特性および反応機構について研究した成果をまとめたものであり、得られた
結果は以下のとおりである。 
 
１．コバルトリン酸塩系化合物である Na4Co3(PO4)2P2O7を合成し、その電極特性を検討してい
る。ナトリウム基準で 4 V以上の領域でナトリウムイオンの挿入脱離反応が進行すること、およ
び、そのサイクル特性およびレート特性が優れていることを示している。また、第一原理計算を
用いて、ナトリウムイオン脱離時の構造変化を明確にすることにより、脱離が難しいナトリウム
イオンサイトの存在を明らかにしている。 
 
２．ニッケルリン酸塩系化合物である Na4Ni3(PO4)2P2O7 を合成し、その電極特性を調べ、
Na4Co3(PO4)2P2O7と比較している。コバルトからニッケルにすることにより、作動電位がより高
くなること、および、充電時の結晶構造変化も明確にしている。さらに、コバルト、ニッケル、
マンガンを固溶させたリン酸塩系化合物を合成し、その電極特性を調べている。また、充電過程
における X 線吸収端微細構造を調べることにより、充放電時の電位決定反応について明確にし
ている。 
 
３．Na4Co3(PO4)2P2O7をリチウムイオン電池の正極材料としても用いることができることを示
し、その正極特性を明らかにしている。 
 
以上、本論文は、ナトリウムイオン電池の正極として遷移金属含有リン酸塩の電極特性および
その反応機構について明らかにし、ナトリウムイオン電池の性能向上に資する正極材料の設計指
針を与えるもので、学術上、実際上寄与することろが少なくない。よって、本論文は博士（工
学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年２月２３日、論文内
容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準
を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
